
 

 

1月記者懇談会 

 

令和７年１月 28 日（火） 

 午前 11時 00分 203 会議室  

 

 

 

 

 

 

 

町長月間予定（総務課） 

○月間行事予定の説明 

 

 

 

町の主なトピックス（担当課ＰＲ分） 

 

○令和７年度みのわ健康アカデミー＋（プラス）参加者募集について 

（健康推進課 健康づくり支援係） 

 

○令和７年度交流・町民菜園利用者募集について  （みどりの戦略課 未来農戦略係） 

 

○箕輪町下水道使用料改定（案）に関するパブリックコメントの結果について 

                             （水道課 水道管理係） 

 

○箕輪町発足７０周年記念版暮らしの便利帳発行について 

 （企画振興課 みのわの魅力発信室） 

 

町長コメント 

 

 

 

 

 

 

 

 

出席者：みのわ新聞、長野日報、伊那ケーブルテレビ、信濃毎日新聞、中日新聞 

事務局：唐澤、鈴木、境澤 



 

 

 

１．令和７年度みのわ健康アカデミー＋（プラス）参加者募集について 

（健康推進課 健康づくり支援係） 

○概要 

別紙資料にて説明 

 

 

 

○町長より 

みのわ健康アカデミーは、今まで 19 期生までやってきた箕輪町の看板政策ですが、社会情勢

の変化に伴って、今回変更をさせていただいた。町とすれば、単に運動だけではなくて、健康分

野で一定の負荷をかけたり、生活習慣を見直してもらったりする事業でありますので、健康推進

課として健康作りに資する事業ということでやらせていただきます。報道等で頑張っている姿を

見ていただければと思います。 

 

 

 

 

 

資料 



 

 

2．令和７年度交流・町民菜園利用者募集について   

（みどりの戦略課 未来農戦略係） 

○概要 

別紙資料にて説明 

 

 

○質疑応答 

（記者）環境にやさしい農業の取組みをされていると思うが、この交流町民菜園に関して新たな

変化や取り入れる予定があるものはありますか。 

資料 



 

 

（担当者）交流菜園は 3 人の講師の方がいらっしゃって、有機栽培を推奨している講師の方がい

るので、有機を希望される方がいれば講師にお話を聞いてやっていただければ環境に優しい農作

物が作れるようになっています。 

（記者）交流菜園の空き状況を教えてください。 

（担当者）交流菜園は15区画あるが、昨年交流菜園をした方が15人。その中で1年目の方もい

て更新上限は 2年なので、1年目の方が 2年目を希望されるとその方を優先的に入れていくよう

になる。１年目の方にも同じタイミングで来年度の希望調査をしているのでそれによってになる

が基本 15区画が申込上限になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

3．箕輪町下水道使用料改定（案）に関するパブリックコメントの結果

について                 （水道課 水道管理係） 

 

○概要 

別紙資料にて説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 



 

 

 

○町長より 

 公営企業であって独立採算が原則の中で、必要なものは受益者負担を取らざるを得ないという

ことで提案通り条例案を出させていただきたい。少量しか使わない皆さんについては基本料金を

上げていないという大きな変動にはならない工夫もしてありますし、本来ですと、20%超も改訂

が必要なところを、答申では10%ということも理解を求めていきたいと思っています。住民生活

にとってライフラインとして必要だということは重々承知しており、必要最小限の値上げにする

ということと、経営の合理化にはこれからも努めていきたい。施行日を当初 7 月で予定いました

が、10 月 1 日に切り替えて提案をさせていただく予定になっておりますのでご理解をいただき

たいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

４．箕輪町発足７０周年記念版暮らしの便利帳発行について 

               （企画振興課 みのわの魅力発信室） 

○概要 

別紙資料にて説明 

 

 

 

○質疑応答 

（記者）全世帯へ配布ということですが、全部で何部発行したか。 

（担当者）発行したのは、1万 500 部になります。今、1万 200 部程はほぼ配布を終えている

状況です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 



 

 

○町長コメント 

当初予算ですが、ほぼ集計が終わって最終の計数整理に入っています。町の財政状況を見ます

と、体育館等を繰り越しますがハード整備が一段落したということではありますけれど、児童手

当の増が非常に大きいことや、広域連合、伊那中央行政組合の事業でありますシステム開発とか

病院事業でありますとか、そういったところにかなり大きな額が入っており、121 億~122 億と

いうレベルになると思います。 

〇令和６年補正予算の成立を踏まえた「重点支援地方交付金」について 

1 月 30 日に国の補正予算を踏まえました重点支援地方交付金の活用をするための臨時議会を

行いたいと思っております。 

○質疑応答 

（記者）予算のプレスリリース２月 18日より前に説明がありますか。 

（担当者）2月 14日（金）午後１時に事前の説明を予定しています。 

（記者）給食費ですが値上げはするが国とか町の補助金で賄うため、保護者の負担は実質変わら

ないということか。 

（町長）基本的には変わらないが、非常に上がった分、それを切り下げるための補填は今回でき

ますが、町単独分で補填した分を今後どこまでできるかは考えなければいけないと思っている。 

もう一つは保護者の皆さんに今の給食 1 食いくらですよということを伝えざるを得ないと思って

いる。給食の概念が良くわからない状況になっているのでそこははっきりしたいと思っています。 

（記者）町が１食 50 円の引き下げを予定というお話あったかと思うが、これは本年度 325 円、

360 円で、そこに補助が入って以前と変わらない値段になっているかと思うのですが、それより

もさらに引き下げるということですか。 

（町長）はい、そういうことです。中学校でいえば、新しい価格は390円にします。以前の価格

は 310 円です。国の補助で 80 円下げます、それから町として単独措置で 50 円を下げるという

ことですので310円から 260円にする、そこまでは負担をいただきますと考え方です。 

（記者）本年度よりも来年度町が引き下げをするというのは、子育て支援策の一環ですか。 

（町長）はい。経済的支援策の一つです。 

（記者）国の支援がどこまで続くかという話ありましたが、町とすると継続的なことを視野に入

れているのか。 

（町長）額があまりに大きいので、国の分を町単独で見ていくということはどうかというのはあ

ると思う。今の子育て支援の状況や他市町村との関係を見ると、ある程度見込んでいかざるを得

ない。全く同じにできるかどうかは財政上わからないが、私自身とすれば、何とか維持していき

たいと思っている。 

（記者）それはやはり子育て支援が重点政策であり、力を入れる部分ということですか。 

（町長）経済的支援だけで子育て支援ができるわけではないですが、ベースになるのは、保護者

の皆さんの経済的な部分をどうやってフォローするかということですので、そこはしていきたい

と思います。 


